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生
ご
み
の
家
庭
内
処
理
を
推
進

す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
（
機

械
式
）
の
購
入
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

□
補
助
額　

購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
円
・
各
世
帯
１
回
限
り
）

□
添
付
書
類　

生
ご
み
処
理
機
の

保
証
書
（
写
）、
領
収
書
（
原
本
）

　
　
　
　

環
境
課（
内
線
１
８
５
・

１
８
６
）、
各
地
域
振
興
事
務
所

※
こ
の
補
助
金
は
平
成　

年
度
末

２２

で
、
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
が
行
う
資
源
回
収
に
対
し
、
回

収
量
に
応
じ
た
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
に

は
、
年
度
ご
と
に
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

□
補
助
額　

古
紙
・
古
布
の
収
集

量
１�
当
た
り
５
円

　
　
　
　

環
境
課
（
内
線
１
８

６
）、
各
地
域
振
興
事
務
所

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
４
月
か
ら
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
中
高
生
の
会
員
を
、

随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ク
ラ
ブ
は
、
市
子
ど
も
会
指
導
者

連
絡
協
議
会
の
主
催
す
る
行
事

や
、
地
域
の
各
種
行
事
に
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
中
高
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な

中
高
生
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
友

達
を
つ
く
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

入
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

社
会
教
育
課
青
少
年
女

性
係�
４
３
―
２
１
１
２
（
内
線

２
２
４
）

　

８
月　

日�
に
明
智
か
え
で

２１

ホ
ー
ル
で
、東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
一

般
の
方
も
合
唱
団
と
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

　

歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
４
月
か

ら
実
施
す
る
練
習
に
参
加
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

□
参
加
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

で
、
４
月　

日
以
降
の
毎
週
水
曜

１４

日
午
後
７
時
半
か
ら
、
明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
練
習
に
、

自
己
責
任
で
参
加
で
き
る
方
。

□
参
加
費　

▽
高
校
生
以
下
＝
無

料　

▽
一
般
＝
１
０
０
０
円
（
最

初
の
練
習
日
に
集
め
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

郵
便
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
―
を
明
記
の

上
、
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

４
月　

日�
（
定

３０

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
９
２

岩
村
町
５
４
５
―
１　

文
化
課�

４
３
―
２
１
１
２
（
内
線
２
１

２
）、�
４
３
―
４
１
３
７

　

医
師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

東
濃
５
市
で
は
医
師
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
学
金
の
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
将
来
医
師

と
し
て
、
東
濃
地
域
の
指
定
医
療

機
関
で
地
域
医
療
に
従
事
す
る
意

志
が
あ
る
方
を
募
集
し
て
ま
す
。

□
応
募
資
格　

平
成　

年
４
月
１

２２

日
時
点
で
、
医
学
部
学
生
や
医
学

部
大
学
院
生
、
医
師
で
臨
床
研
修

か
専
門
研
修
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
は
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

□
貸
付
人
数　

５
人
程
度

□
貸
付
金
額　

▽
修
学
ま
た
は
研

修
期
間
中
＝
月
額　

万
円
（
年
額

２０

２
４
０
万
円
）　

▽
大
学
入
学
時

＝　

万
円
（
１
回
限
り
）

６０
□
貸
付
期
間　

▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
６
年
間

を
限
度
）　

▽
大
学
院
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
４
年
間

を
限
度
）　

▽
研
修
資
金
＝
５
年

間
を
限
度

□
締
め
切
り　

５
月　

日�
必
着

２１

□
申
し
込
み
方
法　

貸
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
東
濃
西
部

広
域
行
政
事
務
組
合
へ
提
出

□
選
考　

書
類
審
査
と
面
接

□
配
属
先　

臨
床
研
修
や
大
学
院

の
課
程
、
専
門
研
修
を
修
了
し
た

後
、
東
濃
５
市
の
指
定
医
療
機
関

（
県
立
病
院
を
除
く
公
的
医
療
機

関
）に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
償
還
の
免
除　

免
除
規
定
あ
り

□
募
集
要
項
・
申
請
様
式　

東
濃

西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ

い
（http://tono-seibu.org/syoug

akukin/index.htm
l

）

　
　
　
　

東
濃
西
部
広
域
行
政
事

務
組
合�
０
５
７
２
―
２
３
―
１

１
１
１
、
病
院
管
理
課�
４
３
―

１
２
６
５

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
、

タ
ク
シ
ー
基
本
料
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

□
助
成
内
容　

１
人
当
た
り
年
間

１
冊（　

枚
つ
づ
り
）。
タ
ク
シ
ー

４８

乗
車
１
回
に
付
き
、
基
本
料
金
相

当
額
を
助
成
。

□
利
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌

年
３
月　

日
ま
で

３１

□
助
成
対
象　

①
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
の
手
帳
保
持
者　

②

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
か
ら
３

級
で
人
工
透
析
の
た
め
定
期
的
な

通
院
を
必
要
と
す
る
方　

③
療
育

手
帳
Ａ
判
定
の
手
帳
保
持
者　

④

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
手
帳
保
持
者

※
①
③
④
の
方
で
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

□
受
付
期
間　

４
月
１
日�
か
ら

随
時
。

□
持
ち
物　

印
鑑
、
該
当
す
る
手

帳
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）、
南
部
５
振
興
事
務
所

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
会
員

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を

補
助
し
ま
す

申
・
問

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

資
金
な
ど
の
被
貸
付
者

募
集

申
・
問

本
年
度
の
集
団
資
源
回
収

団
体
の
登
録
を

申
・
問

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
し

て
み
ま
せ
ん
か

申
・
問

案
内

身
体
障
が
い
者
に
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付

申
・
問

申
・
問
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県
道
恵
那
峡
公
園
線
歩
道
整
備

工
事
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
市
道

羽
根
平
舟
山
１
号
線
を
通
行
止
め

し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

４
月　

日�
午
前
８
時

１７

半
―　

日�
午
後
５
時

１８

※
夜
間
も
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
悪
天
候
に
よ
り
工
事
が
で
き

な
い
場
合
は
、
翌
週
の
土
・
日
曜

日
に
延
期
し
ま
す

□
と
こ
ろ　

大
井
町
字
学
頭
地
内

（
大
井
幼
稚
園
付
近
）

　
　

県
恵
那
土
木
事
務
所
・
道
路

維
持
課
交
通
安
全
防
災
担
当�
２

６
―
１
１
１
１
（
内
線
３
４
２
）

　

市
で
は
、
携
帯
電
話
の
不
感
地

域
の
解
消
に
向
け
て
、
携
帯
電
話

事
業
者
に
対
し
、
要
望
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年

度
に
市
が　

カ
所
、
N
T
T
ド
コ

２３

モ
が
３
カ
所
の
携
帯
電
話
基

地
局
を
整
備
。
そ
の
結
果
、

市
の
ほ
ぼ
全
域
で
、

携
帯
電
話
が
利

用
で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
次
の
補
助

金
な
ど
で
整
備
し
ま
し
た
。

○
岐
阜
県
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整

備
事
業
費
等
補
助
金

○
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）

○
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時

交
付
金

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
移
築
さ
れ

て
い
る
知
新
館
正
門
前
で
、
孔
子

を
ま
つ
る
伝
統
行
事
、 
釈  
奠 
の
儀

せ
き 
て
ん

を
行
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
孔
子
祭
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
の
行
事
。
岩
村
藩
主
松

平 
乗  
紀 
が
文
武
所
を
設
置
し
て
か

の
り 
た
だ

ら
、
明
治
維
新
後
に
廃
校
に
な
る

ま
で
続
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
孔
子
祭
は
、
昭
和

　

年
に
岩
村
城
築
城
８
０
０
年
を

６０記
念
し
て
復
活
し
た
も
の
で
す
。

《
釈
奠
の
儀
》

□
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時

１０

１０

―　

時
１１

□
と
こ
ろ　

知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

□
内
容　

式
典
、
講
経

《 
記
念
講
演
会
》

□
と
き　

４
月　

日�
午
後
１
時

１０

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

岐
阜
女
子
大
学　

近
藤

正
則
教
授

□
参
加
費　

無
料

□
定
員　
　

人
５０

　
　

文
化
課�
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
１
７
）

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

育
ち
を
支
援
す
る
目
的
で
、
本
年

度
に
お
い
て
中
学
校
を
修
了
す
る

前
ま
で
の
子
ど
も
に
、
子
ど
も
手

当
を
支
給
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

《
子
ど
も
手
当
の
概
要
》

・
中
学
校
を
修
了
す
る
前
ま
で
の

子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
月
額
１
万

３
０
０
０
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
最
初
の
支
払
は
６
月
に
な
り
ま

す
。

※
該
当
す
る
世
帯
の
方
に
は
、
４

月
中
旬
に
案
内
な
ど
を
送
付
し
ま

す
　
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

７
）

案
内

子
ど
も
手
当
の
該
当
す
る

世
帯
に
案
内
を
送
付

問

▲昨年行われた釈奠の儀

問

問

孔
子
を
ま
つ
る
伝
統
行
事

知
新
館
で
釈
奠
の
儀

大
井
幼
稚
園
付
近
で
車
両

通
行
止
め

� �
�

�

��

�
�

�
� ��
�

�

�

��

�
�

�
�
�

�
�

�

�

新規局の設置位置図 4
月
か
ら
N
T
T
ド
コ
モ
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
拡
大

城ヶ丘保育園

大井小学校

大
井
幼
稚
園

長国寺

明 知 鉄 道

□
市
事
業
の
設
置
場
所

�
飯
地
町
南　
�
飯
地
町
杉
之
沢

�
飯
地
町
奥
屋　
�
山
岡
町
久
保

原
端
田　
�
山
岡
町
久
保
原
梅
平

�
山
岡
町
馬
場
山
田
峯
山　
�
明

智
町
小
泉　
�
明
智
町
阿
妻
上　

　
　
　
　
　
�
明
智
町
横
通
才
坂

　
　
　
　
　
　
　
�
明
智
町
横
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
内　
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
智
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
通
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
明
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
東
方

　
　
　
　
　

馬
坂
西　
�
明
智
町

　
　
　

東
方
馬
坂
東　
�
明
智
町

　

東
方
小
杉　
�
明
智
町
東
方
小

杉
南　
�
明
智
町
東
方
峰
山　
�

明
智
町
東
方
源
内　
�
串
原
戸
中

�
串
原
平
山　
�
上
矢
作
町
飯
田

洞　
�
上
矢
作
町
大
平　
�
上
矢

作
町
磯
沢　
�
上
矢
作
町
木
地
山

□
ド
コ
モ
自
主
事
業
の
設
置
場
所

�
明
智
町
大
泉　
�
明
智
町
下
田

良
子　
�
明
智
町
高
波

工事場所
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い
く
必
要
が
あ
る
。

・
山
林
を
皆
の
財
産
と
し
て
と

ら
え
、
地
域
住
民
の
手
で
整
備

す
る
手
段
に
つ
い
て
。

 
串
原
（
２
月　

日
開
催
）

２２

・
過
疎
地
域
の
集
落
支
援
、
地

域
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て
。

・
戸
別
補
償
制
度
な
ど
農
業
政

策
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

・
議
員
定
数
の
考
え
方
に
つ
い

て
。

 
長
島
町
（
２
月　

日
開
催
）

２３

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
市
職
員

は
も
っ
と
か
か
わ
る
べ
き
。

・
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
を
充
実
す
べ
き
。

・
保
育
園
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
、
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
恵
那
病
院
へ
の
巡
回
バ
ス
。

 
東
野
（
２
月　

日
開
催
）

２５

・「
思
い
や
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

が
必
要
。

・
山
岡
と
串
原
の
光
ケ
ー
ブ
ル

の
早
期
実
現
を
望
む
。

 
笠
置
町
（
２
月　

日
開
催
）

１９

・
高
齢
化
す
る
自
治
会
の
運
営

に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
。

・
文
化
財
、
天
然
記
念
物
の
保

護
、
活
用
に
つ
い
て
行
政
の
指

導
を
望
む
。

・
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
、
住

民
に
し
っ
か
り
情
報
提
供
し
て

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

 
明
智
町
（
２
月　

日
開
催
）

１０

・
小
規
模
教
育
や
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て
、
地
域
も
一
緒
に

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
大
正
１
０
０
年
事
業
に
向
け

て
、
官
民
協
働
体
制
で
進
め
て

い
き
た
い
。

 
上
矢
作
町
（
２
月　

日
開
催
）

１６

・
病
院
、
福
祉
施
設
を
、
安
全

に
効
率
よ
く
維
持
し
て
い
く
た

▼山岡町で開催された地域懇談会の様子

め
の
運
営
に
つ
い
て
。

・
小
学
生
の
プ
ー
ル
使
用
の
無

料
化
。

・
道
路
整
備
、
鳥
獣
被
害
対
策

の
推
進
。

 
山
岡
町
（
２
月　

日
開
催
）

１８

・
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
も
、
特
色
あ
る
学
校
教
育
を

推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
総
合
計
画
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
・
後
期
地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
に
、
市
内　

地
域
で
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
、
約

１０

１９

１３

１
６
０
０
人
が
参
加
あ
り
、
現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
）

２３

２７

の
素
案
と
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
後
期
地
域
計
画
の
素
案
を
も
と
に
、
ご
意
見
や

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
住
み
良
い
ま
ち
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
地

域
で
抱
え
る
問
題
を
、
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

ど
の
よ
う
に
協
働
し
て
い
け
ば
良
い
か
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
懇
談
会
で
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
各
地
域
で
後
期
地
域
計
画
が
最
終
調
整
さ
れ
、

３
月　

日
に
各
地
域
協
議
会
か
ら
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計

２９

画
は
、
地
域
懇
談
会
で
の
ご
意
見
や
後
期
地
域
計
画
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
総
合
計
画
審
議
会
で
整

合
し
、
６
月
に
答
申
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
各
地
域
で
の
主
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
懇
談
会
の

議
事
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.c
ity.e

n
a
.lg
.jp
/

）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線
６
３
６
）、
企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

問

地地
域域
懇懇
談談
会会
をを　

地地
域域
でで
開開
催催

　
１３１３

13　2010.4.1

・
中
山
道
な
ど
の
、
地
域
の
資

源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
た
い
。

・
医
療
機
関
の
充
実
に
つ
い
て
。

 
中
野
方
町
（
３
月
９
日
開
催
）

・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
ダ

ム
残
土
処
理
地
を
有
効
活
用
。

・
職
員
数
の
適
正
化
を
進
め
て

ほ
し
い
。

・
消
防
分
署
の
整
備
や
、
産
婦

人
科
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

 
飯
地
町
（
３
月　

日
開
催
）

１５

・
道
路
の
補
修
整
備
を
地
域
で

と
し
た
学
校
教
育
の
取
り
組
み

の
提
案
。

・
二
酸
化
炭
素
の
削
減
で
は
、

恵
那
と
い
う
地
域
性
を
生
か
し

た
取
り
組
み
の
提
案
。

 
大
井
町
（
３
月
１
日
開
催
）

・
中
山
道
沿
い
の
貴
重
な
建
築

物
の
保
存
活
用
を
、
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
中
央
線
の
増
発
は
有
効
な
手

段
と
な
る
。

・
中
心
市
街
地
の
税
負
担
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

行
う
場
合
の
行
政
支
援
。

・
国
道
４
１
８
号
の
改
良
の
早

期
実
現
。

・
飯
地
の
地
形
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
な
ど
の
設
置
。

・
定
住
施
策
の
推
進
を
望
む
。

 
三
郷
町
（
３
月　

日
開
催
）

１９

・
自
治
会
加
入
率
の
向
上
、
運

営
の
今
後
の
取
り
組
み
。

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
、

消
防
団
の
練
習
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
市
議
会

の
放
送
を
し
て
ほ
し
い
。

 
岩
村
町
（
３
月
５
日
開
催
）

・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

各
組
織
が
さ
ら
に
連
携
と
協
力

体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

・
企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
は
、

東
濃
地
域
な
ど
広
域
で
連
携
し

て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

が
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
。

 
武
並
町
（
３
月
８
日
開
催
）

・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス

ケ
ー
ト
場
を
、
官
民
協
働
に
よ

り
さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い
。

春季特別企画展
　４/８�～６/１３�
前期：４/８�～５/９�
後期：５/１３�～６/１３�

　大正100年プレイベントとして、木曽路、大正村
の父、 澤  田  正  春 氏（大正７年～平成４年）の写真展

さわ だ まさ はる

を開催します。澤田氏は、木曽路の風景を鋭く見
つめた文芸写真家。どうぞ木曽路の情緒ある風景
美を、ご堪能ください。また澤田氏は、日本大正村
の計画立案者で、名付け親でもあります。

澤田正春

「木曽路―その 野 
や

 趣 と
しゅ

 没 
ぼつ

 落 の美」より『
らく

 鳥 
とり

 居 
い

 峠 』
とうげ

（左）澤田氏、（右）鳥居峠

４月４日�・５月２日�は市民の日（市民に限り

観覧料が無料）

　 中山道広重美術館�２０-０５２２問

　本展では、刷られた時期が異なる二つの「保永堂
版東海道」を見比べていただき、各作品のさまざま
な違いをお楽しみください。

歌川広重

『東海道五拾三次内　日本橋』

当館寄託・個人蔵

「木曽路・大正村の父　文芸写真家　澤田正春」

「東海道五拾三次之内―違いを楽しむ―」

▲　

地
域
で
の
地
域
懇
談
会
は
三
郷

１３
町
の
開
催
が
今
回
の
最
終
日
で
し
た


